
あめふりくまのこ（昭和 37 年）、鶴見正夫作詞・湯山昭作曲　※詞はすべてひらがな

１　おやまに　あめが　ふりました

あとから　あとから　ふってきて

ちょろちょろ　おがわが　できました。

２　いたずら　くまのこ　かけてきて

そうっと　のぞいて　みてました

さかなが　いるかと　みてました。

３　なんにも　いないと　くまのこは

おみずを　ひとくち　のみました

おててで　すくって　のみました。

４　それでも　どこかに　いるようで

もいちど　のぞいて　みてました

さかなを　まちまち　みてました。

５　なかなか　やまない　あめでした

かさでも　かぶって　いましょうと

あたまに　はっぱを　のせました。


